
れんどうふみ

relay interlocking) これを細分して電気継m辿動装位および

1.lt~継電述動装ti1とする。

2 t[l!企述即I}~主f白t またはエレクトロヱュ ーマチ y クインタ一

口 y キング (electropneum atic interlocking) 。

3 11Ì気 ìili即j装置またはヱレクトリ ッ クインタ一口 y キング

(electric interlocking) 。

4 電気殴ìili !f!}J装 i白またはエレクトロメカニカルインターロ

ッ キング (e l ec tro-mechanical inte rlock ing) 。

5 ~I域iiliifÿ}装置またはメ カ=カルイ ンタ ーロ ッ キ ング

(mechanical interlock ing) 。

さらにこれに次の第 l 優および第 2 留の大分類および11'乙 ・

丙の内容分狽を付して，正式の述動装置の鶴野i とする。

自1ltÆ て こを集中し， 第 l 盛迎動機をmいて，てこ相互間

の述鎖を行うもの。

~þ; 2 f軍 第 l 衝でないもの。

1'1" 迎統した軌道回路によって信号機等を自動(I"J にH;1J 1JIIする

もの。

乙 一郎の軌道回路または軌条接触株主宇によ って f言号 総等を

制御するもの。

内 信号 機等が軌道回路 ・ 軌条接触総当Eに関係のないもの。

(例) 白11; 2 極電気 11'1 述動装置。(尾松広一)。

れんどうふみきりみち 連動踏切道 隣接する 2 つの踏切j道

のì!ffi(しぞ)断践を，一方の踏切道において同時に操作するもの

をいい， これには電気連動と餓械述!f!J)の 2 極がある。電気通勤

は遠隔制御法が使用され， 機械退!!f!J}はワイヤ操作によるもので

ある。述ifv}踏切では遮断機を 1I骨下する場合， 後手のいない踏切

にはこれを二予報する電鈴装置が必要である。連!f!J}踏切~ì首とする

場合は，つまの各条件が考[臣、されなければな らない。

1 2 つの踏切が近接していること。間隔は 50m 程度が限

度とされている。

2 見通しがよく遮断機を操作する踏切において他の踏切の

交通状態の箱視ができること。{嶋田〔吉之怖)

れんどうボックス 連動ボックス 第 2 極迎ífÿ}般において信

号かんと転鰍(てんてつ)かんとを直交させて納めるものであり，

転鰍総のそばの枕木に敷板を低いて設置され，信号かんと転鰍

かんとの連鎖，およ び信号かん相互のドッグでの述鎖を完全な

らしめるものである。(田口正平)

れんらくうんちん 連絡運賃 連絡巡怖の場合に適用される

巡i至。この辺氏は各)lli輸機関それぞれの地方的運送に適用され

ているものが基本となっている。連絡述貨のWI成は大別して通

n:~ln] と併J~ ~倒とがあるが，現行制度はほぼつぎのとおりに定め

ら;/1，ている。

l 旅客迦&J't 関係運輸憾以lの白線|勾に適HJ される巡1l，こ

れを地方的五rr貨といい， その地方的巡貨を併詳した辺氏，すな

わち iJI Jう jlilJ となっている。この場合小児迩貨や制引五mにおい

ては，大人巡貨のt'1rJ忠告買を折半したり，併算綴から割引微を佳

除するなどの方i去を係周してしるが，この場合でも根本的には

併;l'l:であることに変りはなく，こうした点は単に計算上の便宜

から出た定めである。

2 手荷物運賃 通算運賃からさらに飛限したともいえる均

一制運賃を原則!として採用しているが，例外として重量超過手

荷物は，均一制と通算制の併用を採用して L 、る。

3 小荷物およひー小口貨物巡賃 貸率およびその適用ブJ ・ 釧

地 . \W1引等すべて国鉄のものを基本としたìilíJ):jl~，すなわちそ

の発着区間 ・ 経路の l弘l係運輸機関の営業キロ稼を加j7:した全営

業キロ程に対し，所定のt'l:率を適用する方法を採用している。

4 111扱貨物足1m 氏本およびその適用プJ ・ \lliJl曽 ・ 割引等は

原則としてすべて国鉄のものを基本として構成し，併ま?: ll司を 1m

則とするが， 三井鉱山株式会社戸別鉄道線外 37 社線との場合

は， 例外として通算制を採用している。(鈴木与吉)

れんらくうんゆきそく 連絡運輸規則 違絡運輸の取級制度

は， 一般に五邸調蛍業極別のすべてにわたっているので，連絡巡

輸契約書の内容も足Jj約五Ií輸のl1X扱 ・ 巡J~( ・ 料金などの巡送約放

に|其lするものをはじめ，万般の~]~柄にわたり ， これらの事柄を

すべて契約百に示すこととなれば契約書自体がはなはだ復雑な

ものとなり，事務処理上釘I 々の制約が生ずる。そこで契約役に

は， iSJ絡運輸実施上の基本事項のみを定め，細目についてはそ

の付属書に談る形式を採用しており ， 連絡運輸鋭貝1]はこの付属

書であり ， ìili絡運輸の災行規定である。このように契約の付属

書と Lづ特殊な性質をもっているので，国鉄の他の諸規定とそ

の性絡にいちじるしい差異のあることは当然であって ， そのお

もなるものを挙げると (1) ìili約五li輸契約欝の付属訟とな って

いること (2) 国鉄の定める諸規定をできるだけ準用する形式

をと って級立てられており ， また他の運輸後限lに関係のない事

柄の処FJIについては，これを関係運輸俊闘の規定に委任する形

式を係っていること (3) 巡愉儀l羽と利用者との連送約款であ

るので，旅客 ・ 荷物 ・ 貨物の迎送その他運送営業にl刻する，あ

らゆる事柄が規定されていること (4) 旅客荷物の貸切巡送制

度のように， 答率 ・ 荷物111等の直通運用を前提とする連送jl~JJt

や，回数乗車券制度のように，現段階における述絡王Il輸に適し

ないものは包含されていないこと等であり，なお具体的な内容

はおおむねつぎのと;おりである。

第 l 縞総則。

第 2 線 旅客五Il送 (iilí則 ・ *"11券 ・ 旅客運賃 ・旅客運賃およ

び料金の追徴または払いもどし ・ 社線連絡I反扱駅における国鉄

線急行券の発売 ・ *111券類の委託発売 ・ 手回り 品)。

白i'n編 荷物迎送 (通 fl1 l . 受託 ・ 巡賃および料金 ・ 運送 ・ 引

渡し ・ 指図. ~匹敵および錯誤 ・ 巡賃料金の追徴または払いもど

し ・ 逃失品の回送)。

第 4 綱貨物巡送 (一般貨物の巡送通則 ・ 受託 ・ 運送 ・ iJ l

渡し ・ 集貨および配達 ・ 指図 ・ 事故および錯誤 ・ 運賃料金の計

算〔通 1'1 11 ， 五E氏の計算-料金の計算 ・ 運賃料金の追徴または払

いもどし〕 ・ 巡賃料金の収受・小口混î[主貨物の運送)。

第 5 綴運輸後闘のまE任

付HlJ別表前文および見1]表。(鈴木与吉)

れんらくうんゆけいやく 連絡運輸契約 複数の運輸機関が

存立する場合に， 相互に何ら ìili絡なく区々の運送条件によって

運輸滋業を行っているときは，利用者ーである旅客 ・ 荷主は按統

駅で衆車券のJ\'(J奥 ・ 荷物の託送誌等， いちじるしい不利不使を

避けられないばか り でなく ，巡紛織関にとっても不利益を免れ

なし、。そこで巡輸俄闘がすべて同一経営者によって巡営される

のと同じ成扶を挙げるためには，運輸信号l主lの提携と協力とによ

って述絡連事前を行うことがもっとも適切な方法の 1 つである。

この連絡巡輸は， I関係巡輸機関の合意にも とづいて行われるも

のであり，この合意にもとづく連絡運輸突施の内容についての

取きめが連絡巡輸契約であって，その内容のおもなるものはつ

ぎのとおりである。

1 連絡巡輸突j庖の滋木規定として ， jlli絡運輸規則・間取扱

和1IH11および問 ií'l~年 jJHl1 l の 3 大規定を挙げ， これによって述絡運

輸を行う旨定めていること。

2 医|欽が関与することを条糾ー とし，国鉄と連絡巡輸契約を

締結した国鉄以外の運輸緩限lは， 相互に述絡運輸契約を締結し
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